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.2画・・・税金の申告を受け付け
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出が必要です
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主 な内容

て
ξ

っ
た
や
れ書脳陣防車宵側関
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六
千
四
百
人
を
超
す
犠
牲
者
を
出
し
た
阪
柵
大
震
災
か
ら
四
年
に
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
防
災
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
市
で
は
、
実
臨
型
防
災
訓
練
を
十
七
日
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
地
震
へ
の
備
え
を
、
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

間臨

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
申

ωに

問
幽

訓
練
成
果
を
披
露

実
践
型
防
災
訓
練
が
、

一
月
十
七

日
(
日
)
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
田
村

に
あ
る
消
防
総
合
訓
練
場
で
、
雨
天

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

今
回
が
四
回
目
と
な
る
こ
の
訓
練

は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
迅
速

な
活
動
の
展
開
や
、
締
結
し
た
各
種

協
定
の
実
効
性
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
毎
年
八
月
に
行
っ
て
い
る

市
民
参
加
型
の
総
合
防
災
訓
練
と
は

異
な
り
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関

に
よ
る
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
の
披
露

が
中
心
と
な
り
ま
す
。

今
回
実
施
す
る
新
し
い
訓
練
と
し

て
は
、
災
害
復
旧
活
動
車
両
の
燃
料

不
足
を
想
定
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

か
ら
の
燃
料
補
給
や
、
瞥
察
と
瞥
備

業
協
会
に
よ
る
緊
急
車
両
の
通
行
路

を
確
保
す
る
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
に
引
き
続
き
自
衛
隊

・
警

察
犬

・
消
防
が
協
力
し
て
倒
壊
家
屋

か
ら
け
が
人
を
救
出
す
る
訓
練
や
、

仮
設
ト
イ
レ
の
搬
入

・
設
置
か
ら
く

あなたの家の耐震診断を補助します
みた王さんの住宅が地震に対 してどの程度の

強度を持っているかと存じですか。市では、

個人住宅(所有かつ居住しているもの〕の耐震

診断費用の一部を補助しています。

[>対象 ・昭和56年5月31日以前に建築された

一戸建て住宅、j苫舗兼用住宅、二世帯住宅

芯どで2階建て以下の木造建築物
[>補助 :診断費用3万円のうち2万円を補助
b申し込み先建築指導課ft21-9731

み
取
り
・
消
毒
ま
で
を

一
連
の
流
れ

と
し
た
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

見
学
は
自
由
で
す
。
各
種
防
災
資

被
害
を
減
ら
す
に
は
私
た
ち
は

こ
う
思
う

ザ

fh，e 
ん

H

さ
同
枝
日
ゐ
君井

;
LE今んさ子弘

災害用伝言ダイヤル171とは
災害が発生したときに、家族や友人との安否

情報のやりとりに役立つ「声の伝言板」です。被

災地の方が録音した安否などに関する情報が

聞けるほか¥被災地の方へ伝言も送れます。

利用契約などは一切不要です。このサービス

の提供開始や提供条件芯どは、テレビやラジオ

芯どでお知らせします。

4砂伝言の録音方法

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
講
習
を
受

け
て
い
ま
す。

被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は、

日
ご
ろ
の
備

え
が
大
切
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

家
具
の
転
倒
防
止
金
具
は
ゆ
る
ん
で

い
な
い
か、

非
常
用
食
料
の
賞
味
期

限
や
ラ
ジ
オ
の
屯
池
は
大
丈
夫
か
、

定
期
的
に
点
検
し
な
く
て
は
。
他
人

ご
と
と
考
え
ず
に
、
自
ら
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。

杉山昭夫さん

今
年
度
始
ま
っ
た
自
治
会
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
受
け
て
い
ま
す
。

初
期
消
火
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

救
護
な
ど
、
災
害
時
に
頼
り
に
な
る

の
は
隣
近
所
の
人
々
で
す
。

特
に
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
い
る
家
庭
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
に
一

声
か
け
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

l圃 1園田剛陸軍温留軍属彊司

←ー『被災地の方も他

地域の方も、 被

災地の方の電話

v 利用案内が流れます 醤号を市外局番

医J:室組!~鶴市回一日圃圃・固 か らダイヤルし

V 利用案内が流れます て ください

駆舷・裕理路鉱.強苅渇El..-
[>問い合わせ先 NTT(局番怒しの116番〉

島重品，1さ{ltl!三E舗u___  • 

路舷e・翠舷紙e渇渇却直蝿 . 

.伝言の再生方法

l圃 |回|回m・B湿Z温E側聞包畳居司
利用案内が流れます

利用案内が流れます
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今年成人式 を迎えた人は、平塚市内で

3873人。様々な思いで式典 に参加する若

者 たちの代表を取材しま した。 レポー タ

ーは仲村昌子さん (中原一丁 目)

未来にはばたけ新成人十
五
日
の
今
日
、
平
塚
総
合

体
育
館
で
成
人
式
が
開
か
れ
ま

'

す
。
こ
の
式
典
で
新
成
人
の
代

ト

表
と
し
て
「
ハ
タ
チ
の
一苦
い」

ド

を
朗
読
す
る
二
人
に
、
二
十
歳

寸

に
な
っ
た
思
い
な
ど
を
聞
き
ま

(

し
た。

二
人
は
、

成
人
式
実
行

.

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
ば

.

れ
た
熊
津
洋
さ
ん

(横
内
)
と
坂

.

田
智
子
さ
ん
(四
之
宮
)
で
す
0

.

熊
揮
さ
ん
は、

市
内
の
福
祉

.

専
門
学
校
に
通
う
学
生
で
、

横

・

浜
の
児
童
養
護
施
設
に
就
職
が

・

内
定
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

・

ら
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

・

動
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
た
く

・

ま
し
さ
の
中
に
も
優
し
さ
が
見

・

え
る
好
青
年
で
す
。

「今
ま
で

学
ん
だ
知
識
と
実
習
の
経
験、

両
親
や
周
囲
か
ら
受
け
た
触
れ

.

合
い
を
、
施
設
の
子
ど
も
た
ち

.

に
分
け
て
あ
げ
た
い
。
新
成
人

'

の
み
ん
な
に
は
、
小
さ
く
て
も

十

い
い
か
ら
優
し
さ
が
欲
し
い
で

い

す
ね
。
例
え
ば
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

4

の
上
に
自
転
車
を
置
か
な
い
と

ザ、

一

ふ

か
、
そ
う
い
う
だ
れ
で
も
で
き

る
こ
と
に
気
を
付
け
る
人
が
増

え
る
と
良
い
の
で
す
が」

と
、

福
祉
へ
の
関
心
を
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た。

坂
田
さ
ん
は
、

市
内
の
製
薬

会
社
に
勤
め
る
社
会
人
二
年
生

で
す
。
学
生
時
代
と
は
違
い
、

職
場
で
は
年
代
の
輿
な
る
人
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
気

を
つ
か
い
、
最
初
は
戸
惑
っ
た

そ
う
で
す
。
「
責
任
あ
る
仕
事

に
大
変
さ
を
感
じ
な
が
ら
も、

周
り
の
人
に
認
め
ら
れ
楽
し
く

な
っ
た
。
部
活
動
も
し
て
お
り、

み
ん
な
と
の
融
和
を
図
り
な
が

ら
、
自
分
ら
し
さ
を
失
わ
な
い

さ
丞
識
し
て
生
活
し
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
既

に
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
が
十

分
感
じ
ら
れ
る
、
す
て
き
な
現

代
女
性
で
し
た。

実
行
委
員
会
は
半
年
前
に
発

足。

人
生
の
節
目
と
な
る
こ
の

日
に
、
い
か
に
多
く
の
人
に
出

席
し
て
も
ら
え
る
か
全
員
が
心

を
砕
い

て
き
ま
し
た
。
「
ハ
タ

チ
の
誓
い
」
は
十
人
が
案
文
を

寄
せ
合
っ
た
そ
う
で
す
。

経
済
や
環
境
な
ど
、
変
動
の

大
き
い
時
代
で
す
が
、
二
人
の

言
葉
や
行
動
力
に
は
、
難
し
い

時
代
を
乗
り
越
、え
よ
う
と
す
る

勇
気
と
若
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い

ま
し
た
。

• 
*広報ひらつかは再生紙を使っています

• 
〈平嫁市の人口と世帯・平成10年12月1日現在〉・人口254，349(-107)・世帝92.157(+40)※かっこ内の数字は前月比
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昨
年
一
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
。
家
族
が
増
え
ま
し
た
か
。
医
療
費
が
多

く
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
住
宅
の
ロ
ー
ン
は
・
:
。
所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
税
金
は
、
そ
う
い

っ
た
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
本
人
が
、
申
告
書
を
作
成
し
、
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
税
の
し
く
み
が
分
か
っ
た
り
、
社
会
へ
の
参
加
意
識
を
強
く
実
感

で
き
た
り
し
ま
す
。
令
年
は
、

「申
告
書
の
書
き
方
」
(
一
月
二
十
八
日
か
ら
税
務
署
や
市
役
所
一
階
市

民
税
課
で
お
配
り
し
ま
す
)
を
参
考
に
己
自
分
で
申
告
書
の
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申告の説明と無料相談会(会湯:ひらつかスカイプラザ(MNビル11踏})

期日|時間| 内容

2月1日(月)1叩 -1叩|所得税淵税・事業税・市県民税の申告書の書き方
10:00-12:00 1年金受給者の個別相談
13:00-15:00 1※市県民税の申告も受け付けます

2月2日(火)1 9:30-12:001;墨付申告相談
13:00-15:301 (税理士会平縁支部による)

2月16日(火)1 9:30-12:001小規模事業所得者の確定申告相談
17日(水)113:00-15:301 (税理士会平縁支部による)

平線税務署n22-1400国

市県民税の巡回申告受け付け次の会場でも市県民税の申告を受け付けます。

湖日 時間 会得 期日 時間 会 場

2月19日(金)9:00-11:30 盛田公民館 2月25日(木)9:00-11:30 金回公民館

2月23日{火)9:00-11 :30 神回公民館 3月2日(火}9:00-11 :30 金目公民館

2月24日(水)9:00-11 :30 吉沢公民館 3月3日(水)9:00-11 :30 岡崎公民館

14羽ト16:∞戦島公民館 3月4日(木)広00-11:30 旭北公民館
3月に入ると窓口が混み合います。申告はお早めに

市
県
民
税
の
申
告

・
申
告
が
必
要
な
人

平
成
十
一
年

一
月

一
日
現
在
、
市

内
に
お
住
ま
い
で
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
次
の
人
で
す
。

昨
年
1
年
間
に
・.. 

0
給
与

・
事
業

・
品
業
な
ど
の
所
持

が
あ
っ
た

。
大
工
や
左
官
な
ど
の
日
曜
い
賃
金

が
あ
っ
た

@
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
た

。
市
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
な
い

(
給
与
支
払
報
告
容

を
提
出
し
て
い
る
場
合
は
除
く
)

@
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い

@
株
式

(源
泉
分
離
課
税
を
選
択
)

の
配
当
所
特
が
あ
っ
た

@
肉
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

。
市
内
に
別
荘
や
唐
舗
な
ど
が
あ
る

(平
成
日
年
1
月
1
日
現
在
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
人
も
対
象
で
す
)

.
受
け
付
け

マ
日
程

2
月
8
日
(
月
)
1
3月
日

日
(旦
マ
会
場

市
民
ホ
1
ル

(
市
役
所
1

階
)
と
巡
回
会
場

(上
表
参
照
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
税
課

(内
線
2
2
7
1)
へ。

所
得
税
の
確
定
里
口

・
申
告
が
必
要
な
人

昨
年
1
年
間
に
・
・
・

0
給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を

超
え
た

@
給
与
以
外
の
所
得
が
却
万
円
を
超

市民税課{内線2271)国

き税金が戻るf
? ー多額の医療費を払った ら一

納税者と生計をーにする親族会

Z民の医療費の合計が昨年1年間で
~ 10万円(または所得の5%)を超え
言 た場合は、確定申告で医療費控除

? を受けると税金が戻ります。

i※細かい条件があるので詳しくは
平塚税務署 (ft22-1400)へ

認められるもの
-病院い支払った惨療使、治療質、
入院費
-治療のための務代 ・通院のため
の交通貨
-治療のための銭."・灸・.貸/など

E忽められないもの
-健康雪合断、予防注射の貸用
-健康地迭のためのビタミン剤な
どの費用
-医師や看諸姉への制札
-通院のためのガソリ ン代
-美容のための歯科矯正/など

え
た

0
2か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た

@
事
業
や
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

り
、
そ
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額

を
超
も
え
る

.
受
け
付
け

マ
日
程

2
月
日
日
(火
)
1
3月
日

日
(
月
)

マ
会
場

平

塚

税

務

署

昨

年

、

十

二
月
十
五
日
に
閉
会
し
措
世
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税
務
署

た
市
議
会
十
二
月
定
例
会
で
は
「
平
と
市
民
と
都
業
者
の
立
務
を
盛
り
込

(E
m
-
-
4
0
0)
へ
。

塚

市
環
境
器
本
条
例
」
な
ど
十

一
践
ん
で
い
ま
す
。
施
行
は
四
月

一
口
。

h
Eコ
こ

ま

S
・

1
Fこ

誉
市
長
が
提
案
し
、
原
案
ど
お
り

A'平
成
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

E
左

EC
U
--
4
7
U

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

・
:
四
億
五
千
九
百
四
十

一
万

一
千
円

市
県
民
税
の
申
告
や
所
持
税
の
確
の
と
お
り
で
す
。

を
追
加
。
こ
の
結
来
、
一
般
会
計
の

定
申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
用
意
く

.
平
塚
市
環
境
基
本
条
例
:
環
境
フ
予
算
規
棋
は
七
行
五
十

一
億
五
千
八

だ
さ
い
。

(
マ
は
必
ず
、
V
は
該
当

ォ
1
ラ
ム
や
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
百
十
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

者

の

み

)

ど

い

な

ど

の

提

一

百
を
参
考
に
、
全
二

主

な
内
容
は
、
統

一
地
方
選
挙
の

マ
印
マ
申
告
書
マ
源
泉
徴
収
諜
な
ど
十
二
条
か
ら
な
る
条
例
を
制
定
し
ま
準
備
経
費
、
老
人
福
祉
施
設
助
成
経

の
収
入
が
分
か
る
昏
類
マ
金
融
機
関
し
た
。

費
、
老
人
保
健
事
業
関
係
経
費
で
す
。

や
郵
便
局
の
口
座
番
号
が
分
か
る

も

条

例

で

は

、

「市
は
基
本
理
念
に

A'平
塚
市

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

の
V
医
療
費
の
領
収
容
V
生
命
保
険
の
っ
と
り
市
の
区
域
の
自
然
的
社
会
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
:
・

料
の
支
払
い
証
明
性
V
昨
年
の
申
告
的
条
件
に
応
じ
た
基
本
的
、
総
合
的
人
事
院
の
国
家
公
務
日
に
対
す
る
給

に
使
っ
た
収
支
内
訳
m
u
V
品
業
所
特
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
し
な
け
れ
与
改
定
に
準
じ
て
、

一
般
職
只
の
給

計
算
件
/
な

ど

ば

な

ら

な

い

」
と
市
の
立
務
を
明
ら
与
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
例
h
の
状
況
に
よ
か
に
し
た
う
え
、

「
円
常
生
前
に
伴

.
平
塚
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

り
必
袈
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

う
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
率
先
し

改
正
す
る
条
例
:
・
地
域
振
興
券
の
交

詳
し
く
は
、

市
民
税
課

(市
川
町
民
税
て
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
一
事
業
付
耶
設
の
円
滑
な
巡
営
と
そ
の
経
理

に
つ
い
て
)
ま
た
は
平
塚
税
務
署

活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
公
害
を
防
止
の
適
正
を
凶
る
た
め

「平
塚
市
地
域

(所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
)
へ
し
、
雌
棄
物
の
適
正
処
理
、
白
然
環
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
」
を
新

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
必
要
な
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

例

を

し

ゃ

委

歳

で

わ

市

市

を

課

、

ω

条

づ

定

民

の

乃

加

リ

引

前

項

策

十

Mm

ド

ヵ

策

市

会

~

参

年

詰

駅

事

政

穴

招

洗
町
鰍
禁

4
f
諮
問
州

却
附
忍
腕
涼
朗
読

ιmm開

υ
1
辺

定

る

技

る

昨

館

引

込

目

印

政

問
問
腕
州
ヤ
判
附
ケ
怒
川
立
恥
賊

口
調
J

に
画
組
、
れ
り
川
間
戸
、
4
{

布
、
九

一
2
h
h
乞

山

1

恥
川
崎
一
坊
主
一
は
一
一
叫
す
弧
配
叫

m
w
り
一
切
…
尚
一
州
国

1
念
日
町

1
一
な
集

V

「

人

書
館
セ

切

し
副
脳

年

づ

す

よ

者

拡

象

で

ぢ

期
集
込

新

U
め
申
し
叫

昨
基
現
ホ
業
を
一

対

方

ぶ

任

募

申

所

窓

締

お
入
託

に

実

ま

事

員
hv
の
き

h
v
h
v
hv
役

民
hv

記

作

環場審議会委最募集

教育委員会嘱託員の募集
校務作業嘱託員 …・ 名

市嘱託員の募集市職員の募集

昭和29年4月2日-39年4月1日の1mに牛.まれた方
が対象。勤務日時は月~土陥日(第2・4ニヒ明日は休
み)の午前8時~午後3時30分。市立幼稚闘で校務作

業に従事。賃金月額140，∞0円。耳il用梨約はi年以内。
.申し込み方法 教育総務楳((1原分庁舎1号館2

階)にある「受験申込容」に必嬰lM挺を記入し、
写真をはって本人が直接同慨に提出する。 申し

込み時に簡単な面接あり

4砂受け付け期間 1月]8日(月)-221ヨ(金)

.1次試験 1月27日(オ0 ・探周予定 4月1R

.問い合わせ先 教育総務理宮35-8113

いずれも昭和14年4月2臼-43年4月1日の聞に生

まれた方が対象。月一金鴫自の問の迎4臼、午前9

時~午後5時勤務。耳重用契約は1年以内。

〈産休補助等嘱託保健婦 (土)1名〉…保健婦(ゴで)

の資格を為ーする方。賃金月額166.000円。

〈嘱託看護婦(士)1名〉…正肴護婦の資械を有す

る方。賃金月額163.000円。

.申し込み方法 市販の履歴貯に必要弓E項を記入

し、写其をはって本人が直接職貝課(市役所3

階)に提出する。 申し込み時に簡単な而接あり

. 受け付け期間 1月18日(月)-25日(月)

.1次試験 2月6日(土) ~砂採用予定 3月1日

.問い合わせ先職員課程 21-8762

理学療法士 ...・H ・-一…....・H ・.....・H ・...… 1名

昭和43年4月2日以降に生まれ、理学療法土の資

格を有する方、または3月までに資格取得見込みの

ブt;j:が対象。給与は条例に定める給料のほか、各複fi
手・当を支給。 市民病院に勤務。

.申し込み方法 職員謀(市役所3階)などにある

「申込命」、「受験探」に必要事項を記入し、本人

がI虻接同課に拠出する。 申し込み時に簡単な面

接あり

4砂受け付け期間 1月18日(月)-22日{金)

.1次猷験 1月30日(土)

.採用予定 4月1口

.問い合わせ先職員課ft21-8762

まち芯みの移り変わりを紹介する写真展を聞きます。同一場所の今奮を比較したり、都

市祭観づくり要綱に基づいて整備された事例を紹介したりします。快適で巽しい「まち芯

み」をつくるためにはどうしたらよいか、 一緒に考えてみませんか。

。問い合わせ先都市計画課 (内線2570)

まちなみ探訪
.市役所1階市民ホール

• 
都市景観写真展を聞く

ひ5っか・1月18日-29日



第639号 (1日・15日発行)広報ひ5っか困

1月1日かう
人口20万人以上の市で

平
成
十
一
年

一
月

一
日
か
ら
平
塚

市
な
ど
人
口
二
十
万
人
以
上
の
市
に

保
管
場
所
法

(自
動
車
の
保
管
場
所

の
確
保
等
に
闘
す
る
法
律
)
が
適
用

さ
れ
、

市
内
で
新
た
に
軽
自
動
車
を

取
得
し
た
場
合
な
ど
に
保
管
場
所
の

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
制
度
は
、
特
に
駐
車
問
題
が

深
刻
と
な
っ
て
い
る
地
域
か
ら
段
階

的
に
適
用
さ
れ
、
平
成
十
三
年
一
月

一
日
に
は
、
人
口
十
万
人
以
上
の
市

で
も
軽
自
動
車
の
保
管
場
所
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
に
も
保
管
場
所
標
章
を

‘》4
‘

「
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に

生
涯
学
習
講
演
会

阪
臓
移
植
問
題
を
と
り
あ
げ
た

「脳
死
を
こ
え
て
」
(第
6
回
読
売
女

性
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー

‘函F

マ
届
け
出
が
必
要
な
人

.
一
月

一
日
以
降
に
軽
自
動
車
(
新

車

・
中
古
車
)
を
購
入
し
た

・
軽
自
動
車
の
車
庫
を
変
更
し
た

・
軽
自
動
車
を
持
っ
て
、
転
入
し
た

マ
届
け
出
先

平
塚
警
察
署

お
問
い
合
わ
せ
は
、

平
塚
警
察
署

(宮

出

1

0
1
1
0
)
へ
。

安
全
運
転
技
術
を
競
う

二
輪
車
安
全
運
転
競
技
大
会

二
輪
車
の
運
転
技
術
の
向
上
を
図

る

「
二
輪
車
安
全
運
転
競
技
大
会
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
日
時

2
月
U
日
(日
)
午
後
1
時

;
4時
却
分
(
雨
天
中
止
)

マ
会
場

荒
井
自
動
車
学
校
花
水
校

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
二
輪
車

(原
付
き
を
含

む
)
を
お
持
ち
の
方

※
二
輪
車

(原
付
き
を
含
む
)
は
各

自
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
参
加
費

無

料

マ
ク
ラ
ス

A
ク
ラ
ス
(郎
氏
以
下
)
、

B
ク
ラ
ス

(郎
氏
超
)

各
ク
ラ
ス
上
位
3
位
ま
で
と
4
位

以
下
の
女
性
1
名
ず
つ
に
は
、
賞
品

け

「
戸

I
l

l
1
図
書
館

J1i
l
-
-U
B

曙

二

日

=

腕
二
咽
二
繍

軒

二

日

二

制
二
U

-」
平

藷
一亙
日一
ハー

3
3

二

一

一

江

一て
¥
コ

-dJA|
「
圃

曲
作
品
剖

(ウ
ェ
l
パ
l
)

マ
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
2
番

(モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
)

マ
交
響
曲
第
一

ω番
ト
単
調
附
(
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
)

A
V
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
中
学
生
以
上
の
方

-A
疋
員

加

入

(先
着
順
)

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
希
望

者
全
貝
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し、

中
央
公
民
館

(一T

矧
l
馴
追
分
1
l
m
-
E
M
1
2
1

1
1)
へ
。

受響曲を楽しむ
フ

リ

コ
こノ
サ

ト

講師の藤村志保さん

‘b
4
、，‘‘，‘
-b
4
》4
.
‘-
4.

‘》
4
》4
》d

優
・
藤
村
志
保
さ
ん
を
講
師
に
迎
h

え、

生
涯
学
習
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

2
月
幻
自
(
土
)
午
後
1
時

却
分
間
演

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(
M
N
ピ
ル
口
階
)

マ
対
象

高
校
生
以
上
の
方

マ
定
員

制
人

(抽
選
)

マ
入
場
料

無

料

マ
締
め
切
り

2
月
1
日
(月
)

マ
申
し
込
み
方
法

「生
涯
学
習
講

演
会
受
講
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、

は
が
き

(1
人
1
枚
)
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
社
会
教

育
課

(一
T
制

l
mm浅
間
町
9
1
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
は、

社
会
教
育
課

(宮

お

1
8
1
2
3
)
へ
。

中
央
公
民
館
で
神
奈
川
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

(指

揮

・
平
井
秀
明
さ
ん
)
に
よ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。
入
場
鈍
…
料

A

マ
日
時

2
月
日
日
(祝
)午
後

2
時
間
演

-
曲
目

マ
歌
劇

「オ
イ
リ
ア
ン
テ
」
序

が
あ
り
ま
す
。

マ
種
目

急
制
動
、
速
度
感
覚
な
ど

全
5
種
目

マ
定
員

印

人

(先
着
順
)
、
応
募

者
叩
人
以
下
の
場
合
は
中
止

マ
締
め
切
り

2
月
5
日
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、
交
通
安
全
課

(内
線
2
6
4
0)
へ
。

ど
い
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
日
時

3
月
U
日
(日
)午
後
1
時

却
分
1
4時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
締
め
切
り

2
月
叩
日
(水
)

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善
課

(宮

お

|
2
5
2
0)
へ
。

宮
川
帯雨
(徳
延
)

小
林
真
希
子
(御
殿
三
丁
目
)

安
部
俊
子
(黒
部
丘
)

詩

一
席

銀

杏

代

二
席
黒
ア
ゲ
ハ

恵

三
席

義
脈

1女と男のフェスティバル~湖南の風j聞く

~で ' .テレビの人生相談などで柔
軟な考え方と歯切れのよ
い回答で人気の渥美 さん

弁護士の渥美雅子さんの講演会「女がかわると

社会が変わる 男がかわれば家庭が変わるパー ト

2-今 を生きぬくあなたに-Jを開催します。

。 日時 2月11日(祝)午後 2時開演

。会場 中央公民館・小ホール

。定員 200人 (抽選)

。 申し込み方法 はがきに住所、氏名、電話番号

を記入して「ひらつか女性フェステ ィパル笑行

委貝会J(〒254-0034宝IIIT3-1MNピル10階 ・女性
行政推進室 内) へ。 1月25日必泊。保育、 手話

通訳をご希望の場合はその旨明記して ください。

O問い合わせ先 女性行政推進室n21-7500

市民農園の利用者を募集

野菜を事維場bτaらませゐか¥
く>北金 目市民農園 (支局苧52E)
0南豊田市民農園 (詰宇野童書東)

。 申 し込み方法 往復はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号、希望する決闘名を記入し、

炭産課(干254-8686浅 間町9-1)へ。

1月29日(金)の消印ま で有効。応募者多数

の場合 は抽選でl人1区画とします。

。問い合わせ先農産課企35-8102

コ

ロ

船

一

席

こ
の
冬
の
予
報
は
寒
し
と
受
験
期
の

一

口

跡

孫

に

手
す
さ
び
に
綿
入
れ
を
縫
ふ

此

け

俗
歌

二
席

愛
し
さ
を
ば
ね
に
す
る
か
ら
こ
ん
な
に
も

宙

定

短

強

く

哀
し
く
君
を
憎
め
る

l
t、
三

席

落

葉
ふ
む
音
さ
へ
旅
の
よ
ろ
こ
び
ぞ

市

山

秋
の
終
り
の
奥
一一一
河
ゆ
く

E
E
E」

n
k
H
V
 

立
ロの冬

F
B
E
E
 

芸品文民市

また、あわせて大正期に

ぜひご観賞ください。

詩情あふれる街道シリー ズの風景版画全 126点を展示 します。

撮影された東海道の各宿場町の写真も展示します。この機会に、

O開館時間 午前9時30分~午後4時50分 。休館 日 月曜日
。観覧料 一般600円、 大学 ー高校生400円、中 ・小学生200円

東海道五拾三次と木曾街道六拾九次

広重風景版画 展
2月14日まで、美術館宮35-2111



電話23-1 1 1 1・35-1 1 1 1 平壕市役所

集 回平成11年1月15日

1.人件費 (普通会計決算)

住民基本台帳

人口(年度末)

区 分 平線市 神奈川県

調
支給対象地域 全地主主 全地盤草

璽邑
支 給 率 10% 10% 

支給対象総員 全戦員
手

当
支給対象機員1人当たり

456.747円
平均支給年額 (9年度決算)

平
壕
市
で
は
、
事
務
職
員
、
保
田
、
医
師
、
看
護
婦
、
現
業
職
員
、
消
防
士
な
ど
、
約
二
干
五
百
人
の
職
員
が
、

市
民
筆
活
に
か
か
わ
る
様
々
な
分
野
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
市
職
員
に
受
払
わ
れ
る
給
与
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
職
員
課
(
宮
引
|
8
フ
6
2
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

(平成10年4月1日現在)

3.職員の平均縦ヰ月額及び平均年齢の状況 (平成10年4月1日現在)

一 般行政職 | 授能労務聡

平均給料月額

33巴.538円

お3.812円

平均給料月額

370.794円

315.邸O円

4.職員の初任給の状況 (平成10年4月1日現在)

平 塚 市 国

区分 採用2年経過 採用2年経過
決定初任給

日給料月額
決定初任給

日給料月額

I種 183.200円 201.1∞円
大学卒 184α氾円 198.1∞円

一樹守政聡 日種 173αxl円 187瓜犯円

高校q> 153.日氾円 169.500円 血種 140.7∞円 150双xl円

f支能労務職
22歳
169民泊円 184.∞0円

(甲表)※手当の種類については、平成9年度から3種削減し、 32組類とした.

平塚市 国

区 分 (平成9年度支鎗割合) (平成9年度支給割合)

期末 勤勉 期末 勤勉 l

3月期 0.55月分 0.55月分

期末・勤勉手当
6月耳目 1.6月分 0.6月分 1.6月分 0.6月分

12月期 1.9月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

計 4.05月分 1.2月分 4.05月分 1.2月分

6.特別昇給の状況

区 分 A ロ 者十 一般行政破 妓能労務蛾

歳員鍛 (A) 1.672.人 1.131人 541人

平成 普通昇給期間を短縮して
46人 18人 28人

9年度 昇給した職員数 (8)

比率 (8)/ (A) 2.8% 1.6% 5.2% 

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての椙談)毎週月~金曜

日 1 0時~ 1 7時

。ヤングテレホン833士?53b
(青少年専用ダイヤjレ)

毎遜月~金曜日10時(土曜

日は1 3時~1 8時30分)

子育て相談室
(須賀保育園2階)

821一7639
-毎週月~金隠日9時30分~

16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

包36-6013
o来所 毎週月~金曜日10時
~1 7時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 第4土曜日を除

く)

子育て相叡室

区 分 平 若草 市 国

配偶者 16.7∞円 16.α氾円

主主 配偶者以外の扶養親族
6.8∞同 5.日泊円

養 のうち2人まで

手 配偶者の琢い織員の扶

養親族のうち1人
11.200円 11.αxl円

当

その他の狭餐親族 2.α刃円 2.αxl円

住 居 手 当 32.5∞円限度 27∞0円限度

遇 Ib 手 当
交通織関利用者実質 50.αm円限度

片道1.5km以上 片道2km以上

区 分 全機種

特手
験員全体に占める支給対泉峨買の割合 65.2% 

殊
支給対象峨員1人当たり平均支総年額 (9年度決算) 2倒.791円

手当の種類(手当数) 32種類
動

代表的忽手当の名称 ーーー 清帰作策手当、下水道路設作業手当
務当 有!!J型車薬物取扱手当、災曾等出動手当

1.ω1.104千円

515千円

市民相談室
(市役所1階)

岱23-1111内線2293
※一般法律は予約制。

。 人権 1月19日(火)、2月

2日(火)13時~16崎

。 行政 1月19日(火)、 2月

16日(火)13時~16時

。一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時~16時

。 登記・供託・測量 2月12日

(金)13時~16時

。 住宅新改築 1月19日(火)、

2月16日(火)1 3時~1 6時

。 発明・考案・特許 2月8日

(月 )10時~15時

く〉労働 3月11日(木)13時~

16時

。下請け取り引き 1月21日

(木)、 2月18日(木)13時30

分~1 6時

。 年金・社会保障・労災

9 日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

至平露駅

中央
福秘会館 公民館

m2、口
セも
ン教

?育
市民
センター

2月18日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8・FAX32-2738
0子どもの発達・発育の相談
-毎週月水・金曜日10時~

15時(来所椙談|ま予約制)

支給対象眼貝1人当たり
平均支給年額

支給総額

9年度

決算

7.聡員手当の状況

時間外

勤務手当

。婦人

15時

間道134号

平 2家 市 国
区 分

勧奨定年 ! 自己都合 勧奨・定年 自己都合

勤続20年 21.0月分 35.28月分 21.0月分 28.875月分
支

勤続25年 33.75月分 45.36月分 お。75月分 44.55月分
給

勤続35年 47.5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分

z9退磁 率 liI~限度額 62.7月分 62.7月分 60.0月分 6直7月分

EZ その他の加JJ}昔置
定年前早期退臓特例措置 定年前早期退駁特例箔置

(3-15%加跨) (2-20%加算)

定年退眠時 勤続m年以上お年未満 …1号給
返臓時特日IJ昇給 1号俸

特別昇給 勤続20年以上 -・・I・・・2号給

9年度退軍軍手当臓員1人当たり 自己都合 l 勧奨・定年
平均支給額(9年度決算)(全職種) 2.700千円 l ぉ.320千円

平均勤続年数 7.9年 31.0:年

福祉会館

833-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保
健医療・要予約) 2月18日

(木)13時30分~15時30分

く〉生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~1 7時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~1 7時

。結婚 毎週日曜日10時~ 1 5

時(第3日曜日は除く)

。母子 毎週月~金曜日9
時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

。手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

2月15日(月)13時~16時

。高年齢者職業 1月19日

(火)、 21日(木)、 2月2日

(火)、 4 日(木)9時~12時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

保健福祉総合相談
(市役所 l階)

包21-8779
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。健康(相談員は保健婦)

1 月 18日(月 )9時~16時

2月

守



「

~ 特 S
8.一般行政職等の級別職員数の状況 (平成10年4F.
区 分 1 級 2級 3級 4級 5級 6級 7~ 
療準的な 主事補

主事 主任 主査 主査 主管
課 t

段務内容 妓師補 課長信

聡員数 17人 158人 165人 47人 161人 245人 E邸l

構成比 1.0% 9.6% 10びlo2.8% 9.8% 14.8% 16.1， 
※平塚市の給与条例に基づく給料袋の級区分による職員数。標準的td.草ぞ
れの級に叡当する代表的拡峨名をいう。

9.特別職の報酬等の状況 (平成10年4月1日現在)

区 分 平 主家 τ 
市 長

給料 (月額)
助 役

収 入 役

常勤監査愛員

E喜 長 q 

報酬(月額) Eリ 怨 長 可

級 員 q 

市 長 3月期 ? 

期末手当
助 役 6月期 ? 

(平成9年度支給割合)
収 入 役 12月耳目 f 

Rt う

協会関係も同様の支給劉f

10.定員の状況
部門別職員数の状況(各年4月1日現在)

臓員数
部 門

平成9年 平成m年 目自滅

一般行政部門 1.248人 1.240人 -8人 介化護草轍どで測増I量臨

の貝直し草&

特理府政徽育消筋)1車内 642人 641人 -1人
教育説明舷

管醍語のZ

公営企業等会計(病院・下
656人 650人 -6人

下水道町栃t
水道事業.IIIlJ車場等)部門 り減員をf乱1

総 計 2.546人 2.531人 -15人

条例で定められた験員定数 2.610人 2.610人

※喰員数は一般践に廊宮る蛾員鍛であり、地方公務員の身分を保有する惚
どを含み、教育長、臨時臓員、非常勤眠買は除いている. 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 第2次行政改革・平成9年
度の節減額は5億5千万円忍

第639号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

成果の内訳 総 言十

金額で表した効果 5億5.820方7千円

市民サービスの向上効果
下記のとおり

その他の数値で表した効果

平壕市では、平成7年に市長を本部長とする 「第2

次平塚市行政改革推進本部」と民間有識者などが5

なる「行政改革をすすめる懇話会」を設置し、第2

次行政改革に取り組んでいます。

第2次行政改革の実施期間は平成11年3月までです

が、このたび平成9年度の取り組みを中心とした成

果がまとまりましたので、概要をお知うせします。

O問い合わせ先企画課行政管理担当 (内線2158)

2 

3 

(9年 11月スタ主

な

項

目

4 

あ
芯
た
の
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声
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を
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ん
な
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る
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広
聴
課
広
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担
当

(
内
線
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3
5
5
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マ

座
っ
て
い
う
れ
な
い

最
近
、
小
学
校
低
学
年
で

「座
っ
て
勉
強
で
き

な
い
。
教
室
に
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
相
談
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

職
員
室
や
校
長
室
、
保
健
室
な
ど
が

一
つ
の
居
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
教
室
に
入

っ
て
行
く
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ケ
1
ス
を
見
る
と
、
家
で
は
そ
れ
ほ

ど
困
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
が
困
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
い
る
と
き
は
よ
い
の
で
す
が
、
学
級

と
い
う
一
つ
の
集
団
に
な
る
と
、
そ
の
集
間
に
合

わ
せ
た
生
活
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
幼

た
ば
こ
の
育
書
性
は

児
期
の
し
つ
け
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
今
、
ど
、
?
す
る
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
各
学
校
で
は
全
職
員
で
指
噂
す
る
体
制
を

作
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
追
い
か
け
凶
す
の
で
は

な
く
、
み
ん
な
で
み
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

集
団
の
枠
に
は
め
込
も
う
と
す
る
と
、
ま
す
ま
す

逃
げ
出
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
家
庭
で
は

「家
で
は
困
っ
て
い
な
い
」
と

い
わ
ず
に
、
学
校

(先
生
)
と
話
し
合
い
、
学
校

で
の
子
ど
も
の
様
子
を
十
分
知
り
、

こ
れ
か
ら
家

で
ど
う
対
応
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

何
も
子
ど
も
を
押
さ
え
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
し
っ
か
り
抱
い
て
、
下
に
お

ろ
し
て
歩
か
せ
ろ
」
と
の
子
育
て
に
対
し
て
の
言

葉
も
あ
り
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
せ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

親
と
学
校
の
意
思
疎
通
は
十
分
凶
っ
て
い
く
必
袈

が
あ
り
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

誤
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
2

。&A
た
場
合
、
未
熟
児
が
生
ま
れ

や
す
く
な
り
、
早
産
や
死
産

の
確
立
が
高
く
な
る
④
母
乳

に
ニ
コ
チ
ン
が
移
行
す
る
た

め、

一
日
二
十
本
も
喫
煙
す

る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ら
い
ら

す
る
、
よ
く
眠
ら
な
い
、
下

痢
や
吐
き
気
、
脈
が
早
く
な

る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
、
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
物
質
は
、
身
体

が
成
長
し
て
い
る
未
成
年
者

に
は
強
く
影
響
を
与
、
え
ま
す
。

ま
た
、
間
接
的
に
吸
い
込
ん

だ
場
合
に
は
、
直
接
吸
っ
た

場
合
よ
り
も
二
、
三
倍
濃
度

が
向
く
な
り
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
た
ば
こ
を

ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い

人
も
い
ま
す
。
喫
煙
者
に
は

「自
分
の
健
康
に
武
任
を
も

ち」

「周
囲
へ
配
唱
す
る
」
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(
担

)
0
3
1
1

《推進事項ごとの主な効果》
1 事務事業の整理・合理化など
。金額で表 した効果(合計) ーー....... ー......................................................ーーー....9，388万1千円

主 ・国体リハーサル大会開催運営経質の節減 ・・・・・・・ーーー・ーー・・ー・ ー.............・・ー・・・・(4.184万9千円)
芯 ・資源ごみ買い上げ単価引き下げによる歳出の抑制 ......….....一....一...........(2.568万7千円)

項 -公共施設清掃業務委託基準の作成による経費の節減・・ー・ ー・・ー・一....・・・ e・・・・・…・・・・・・・・(621万5千円)

目 ・道路工事合併発注の推進による経質の節減ー・ ーーーー............ーーー・ー ・ー・ーーーーー・ー・(246万7千円)

0その他の数値で表した効果
-幼稚園の統廃合に併せ、 2年保育を実施 (在因園児数の増加〉 ・・ー・ーー・・・・・・・・・ーー・・・・・・・図!尾105人増加

財政運営の効率化
。金額で表 した効果 (合計)ー・ー・・ーー.................・ー・・・・・・・・・ー・............一...・…..........・ 2憶3，687万9千円

主 -遊休市有地の売却による財産運用...............ーーー・ー ーー・・・..................ーーーーー(1億4.391万5千円)

芯 ・道路占用料の引き上げなど各種使用料手数料の見直しー .•...•••.• •..•. ・ー(8.853万6千円)

項 -学校のブールに専用水道メーターを取り付け、

目 用途を見直すことにより経費を節減 ・・・・ー・・・(201万8千円)

人件費の節減など
。金額で表した効果 (合計)ー・・ーーーー...........ー・・・ ‘・・・・・・・・・ー・・ ーー・・・ーーーー・ーーー ......... 2億2.744万7千円

主 ・時間外勤務手当・期末勤勉手当の削減、特殊勤務手当3件の廃止・ ・ー・ーーーー・ー・(7.932万6千円〉
な ・退職者の不補充などによる人件費の節減(職員15人減少)ー・.....................ー(1億2.204万円)

項 -競輪場の車券前売りシステムの効率化を推進(マークシー ト方式の採用) ーー(1.554万3千円)

目 ・旅賀支給範囲の見直し(日当を支給しない範囲の拡大)による経費節減・・ーー・・(473方 1千円)

Oその他の数値で表した効果
・組織改革を実施し、部課数を1部3課削減するとともに、職制の見直し(課長補佐・担当副主幹 ・副

主幹を主管に統合など)により4つの職を削減しました (9年12月決定、 10年4月施行)

市民サービスの向上効果
-駅前市民窓口センターで、休日に戸籍随抄本の郵送受け付け予約業務を開始し、 184件の利

用がありました (9年4月スタート)

-市民病院で外来患者(希望者)に対する院外処方せんの発行を開始しました

ート)

-市民病院で外来患者の待ち時間を短縮するため、再診察 ・検査芯どの予約システムを導入

しました (10年2月スター ト)

-行政手続条例を制定し、市が行う許認可などの処分についての事前手続を整備し、行政運

宮における公正の確保と透明性の向ょを図りました (9年12月施行)

ご了承ください。

質
問

@ 
胃
、
肝
臓
や
勝
脱
が
ん
に
も

か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
は
皮
府
の
雌
流

を
妨
害
し
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を

破
壊
し
ま
す
。
ま
た
、

一
酸

化
炭
紫
は
酸
紫
の
供
給
を
妨

害
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
動

脈
硬
化
を
長
持
暗
号
、

円
や
十
二
指
腸
出
務
、
歯
周

病
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
に
は
深
刻

な
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。

@

蓉

の
肱
②
ナ
宮
頚
が
ん

に
か
か
り
ゃ
す
い
③
妊
娠
し

た
ば
こ
の
答
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

※おことわり......r市民の声」はお休みしました。

お
答
え

た
ば
こ
の
煙
に
は
「
タ
ー

ル
」「
ニ
コ
チ
ン
」「一

酸
化

炭
き
な
ど
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

タ
ー
ル
に
は
多
く
の
発
が

ん
物
質
が
含
ま
れ
ま
す
。

一

本
の
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
タ

ー
ル
は
、
五
か
ら
十
五
J
4

で
す
が
、
一
日
に
二
十
本
吸

え
ば

一
年
間
に
コ
ッ
プ
半
分

く
ら
い
の
タ
1
ル
を
飲
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

肺
や
酔
頭
、
咽
頭
や
口
腔
が

ん
ば
か
り
で
な
く
、
食
道
や

昭和24年1月26日、法隆寺金堂の壁画が火災に遭い、被害を受けました。そこで、この
白を文化財防火デーと定め、毎年金国的に文化財防火運動を実施しています。市でも、毎

年この日にあわせて、市内の指定詰要文化財が防火基準に合っているか検査しています。

貴重主主遺産・文化財を大切に保存し、後世に伝えていけるようと協力ください。

1月26日は文化財防火デー

みんなで守ろう文化財
。問い合わせ先 社会教育課宮35・8124
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